
◎中学入試を突破できる読解力・表現力を完成させる

６年生では、２月から7月までを「カリキュラム履修期」、８月から１月を「合格力完成期」とし、入試へ向けた実戦
力の総仕上げを行います。入試本番でどのような出題にも対応できるよう、多方面のジャンルの文章や、さま
ざまな形式の問題を出題。過去の入試問題にも数多く取り組み、入試で求められる読解力、過不足のない解
答を作成できる力を完成させます。

応用力をさらに磨き、入試本番を見据えた実戦力を養います。

学習例：

●入試頻出のテーマや
　解き方のポイントを
　穴埋め形式で最終確認
…………………………………
「カリキュラム履修期」の授
業ノートでは、前半はさまざま
な論点について、自分の頭で
考え、実際に手を動かして書
きこむことで、入試頻出のテー
マをしっかり咀嚼することがで
きます。「合格力完成期」で
はさまざまな設問形式や各種
の文章の読解のポイントを書
きこむことで、確実に得点する
ための解法をしっかり整理して
最終確認することができます。

要点

練習
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●入試頻出のテーマや、
　設問形式・各種の文章に
　特徴的な解き方を確認
………………………………
「カリキュラム履修期」の要点で
は、前半は入試頻出のテーマを
取り上げます。「知っているテー
マ」「考えたことがあるテーマ」
を増やすことで、入試本番でも
落ち着いて問題に向き合えるよ
うになります。「合格力完成期」
では記述問題や選択問題など、
設問形式ごとの解き方や、文章
の種類による解き方のポイント
を確認していきます。

答えと
考え方

●記述問題を攻略する力をつける
…………………………………………………………………
難関中学の入試を突破するには、記述問題を攻略する力が必須
です。文章の要約など長い記述が必要な問題や、自分の言葉でま
とめ直し、短い言葉で確実に答える必要のある問題で、高度な記
述力を養えます。

Ｚ会中学受験コース6年生の国語では

●どんな形式の問題でも
　解ける力をつける
…………………………………
入試を見据え、記述式・選択
式・書き抜きなどの諸形式の問
題を、標準レベルから発展レベ
ルまでバランスよく出題。どんな
問題でも自信をもって解けるよ
う練習を重ねます。

●記述問題の採点基準をつかむ
………………………………………
すべての記述問題に「丸つけの仕
方」をご用意。解答に必要な要素を分
解して示します。中学入試では1点・2
点の差が合否の分かれ目になります。
ライバルに差をつけるには記述問題
で解答に必要な要素を漏らさないこ
とがポイント。模範解答と自分の答え
を見比べて、過不足を確認することが
大切です。

●論理的な思考を養う解説
……………………………
難度の高い問題でも、解答
にいたる道筋がしっかりと
理解できるよう「答えと考え
方」で詳しく解説しています。
解答の根拠は何か、どのよ
うに考えていけばよいかを
丁寧に示した解説を読み、
論理的な思考を身につけま
す。


